
心臓造影 CT検査をご紹介いただく先生方へ 

 

平素より診療へのご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。 

これまで、造影 CT・MRI 検査において、高浸透圧造影剤では副作用によって嘔吐する頻度が高く、

処置に支障をきたさないように投与前に絶食が行われるようになったと推察されています。 

ガイドラインの一つに欧州泌尿生殖器放射線学会 (European Society of Urogenital 

Radiology:ESUR)が公表する造影剤ガイドラインがあります。ESUR によるガイドラインはエビデン

スに基づく包括的なものであり、常に最新の知見を反映した改訂がなされ、国際的に評価が高いも

のであります。 

現在は副作用がより少ない低・等浸透圧造影剤が多く用いられ、嘔吐の頻度が大きく低減していま

す。また、絶食による服薬制限や、水分抑制などによる悪影響が懸念されています。こうした背景

から造影検査前の絶食は推奨されません。ただし、検査部位が消化器系の臓器である場合には、こ

の限りではない。 

この度、欧州泌尿生殖器放射線学会(European Society of Urogenital Radiology:ESUR)ガイドラ

インおよび日本医学放射線学会の見解に基づき、検査前の食事制限に関して、下記のとおりに変更

することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

1)原則として造影 CT、造影 MRI検査前に絶食をする必要はありません。 

 ※ただし検査前 1時間以内の食事は極力控えて下さい(飲水は可能です)。 

2)以下の場合は検査 3時間前から絶食とします。 

 ①胃・十二指腸・胆のう(胆道)の精査が主目的の場合 

 ②紹介元医療機関医師により絶食が必要と判断された場合 

 

参考：ESUR造影剤ガイドライン Ver10.0(ESUR:European Society of Urogenital Radiology), 

      腎障害患者におけるヨード造影剤使用に関するガイドライン 2018および日本医学放射線 

学会からの指針を参照。 
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